東洋文庫所蔵本に押捺された蔵書印について(13)近代の学者・教授の蔵書印 by 中善寺 慎
東
洋
文
庫
書
報
第
四
七
号
抜
刷
平
成
二
八
年
(
二
〇
一
六)
三
月
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
(
十
三)
近
代
の
学
者
・
教
授
の
蔵
書
印
中
善
寺
慎
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
(
十
三)
―
近
代
の
学
者
・
教
授
の
蔵
書
印
―
中
善
寺
慎
既
刊
連
載
目
次
一
朝
鮮
本
に
押
捺
さ
れ
た
朝
鮮
の
蔵
書
家
の
蔵
書
印
書
報
35
号
二
僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
(
上)
書
報
36
号
三
僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
(
下)
書
報
37
号
四
国
学
者
の
蔵
書
印
(
上)
書
報
38
号
五
国
学
者
の
蔵
書
印
(
下)
書
報
39
号
六
漢
学
者
・
漢
詩
人
の
蔵
書
印
書
報
40
号
七
学
校
・
教
育
機
関
の
蔵
書
印
書
報
41
号
八
医
家
・
本
草
家
の
蔵
書
印
書
報
42
号
九
大
名
・
藩
主
と
そ
の
家
の
蔵
書
印
書
報
43
号
一
三
十幕
臣
・
藩
士
の
蔵
書
印
書
報
44
号
十
一
戯
作
者
・
操
觚
者
・
新
聞
社
の
蔵
書
印
書
報
45
号
十
二
商
賈
・
実
業
家
・
企
業
の
蔵
書
印
書
報
46
号
凡
例
・
印
影
は
縮
尺
任
意
の
単
色
写
真
で
あ
る
。
・
印
文
の
縦
の
寸
法
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
数
字
で
掲
げ
た
。
・
複
数
の
資
料
に
該
当
蔵
書
印
を
見
い
出
せ
る
も
の
は
、
印
影
を
採
集
し
た
資
料
名
に
＊
印
を
付
し
た
。
・
資
料
名
に
つ
づ
け
て
、
請
求
記
号
を
丸
括
弧
に
包
ん
で
付
し
た
。
・
蔵
書
家
の
伝
記
な
ど
は
主
と
し
て
次
の
資
料
に
依
っ
た
。
市
古
貞
次
[
ほ
か]
編
『
国
書
人
名
辞
典』
井
上
宗
雄
[
ほ
か]
編
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典』
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典』
国
立
国
会
図
書
館
編
『
人
と
蔵
書
と
蔵
書
印』
平
凡
社
編
『
日
本
人
名
大
事
典』
・
配
列
は
、
印
記
所
有
者
の
よ
み
の
五
十
音
順
と
し
た
。
一
四
一
五
稲
葉
岩
吉
(
一
八
七
六
―
一
九
四
〇)
大
正
・
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
明
治
九
年
(
一
八
七
六)
新
潟
県
村
上
に
小
林
正
之
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
の
ち
母
の
姓
を
継
ぐ
。
号
は
君
山
。
明
治
三
十
三
年
に
高
等
商
業
学
校
附
属
外
国
語
学
校
支
那
語
部
を
卒
業
。
早
く
か
ら
内
藤
湖
南
に
師
事
し
中
国
近
代
史
・
朝
鮮
史
の
研
究
を
志
す
。
明
治
三
十
五
年
よ
り
大
阪
商
船
会
社
漢
口
支
店
に
勤
務
。
明
治
四
十
一
年
か
ら
白
鳥
庫
吉
の
指
揮
の
も
と
満
鉄
歴
史
調
査
部
で
『
満
洲
歴
史
地
理』
編
纂
に
参
加
す
る
。
大
正
四
年
(
一
九
一
五)
よ
り
陸
軍
大
学
校
や
山
口
高
等
商
業
学
校
で
中
国
史
の
教
鞭
を
執
る
。
大
正
十
一
年
に
は
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
史
編
纂
委
員
に
転
じ
、
大
正
十
四
年
か
ら
朝
鮮
史
編
修
会
修
史
官
。
昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七)
満
洲
建
国
大
学
教
授
と
な
り
、
昭
和
十
五
年
(
一
九
四
〇)
新
京
に
没
す
。
著
書
は
『
北
方
支
那』
『
満
洲
発
達
史』
『
朝
鮮
文
化
史
研
究』
等
。
｢
岩
印｣
(
９)
『
百
二
老
人
語
録』
(
Ｍ
Ａ
二
八
二
三)
｢
君
山
(
小)｣
(
９)
『
百
二
老
人
語
録』
(
Ｍ
Ａ
二
八
二
三)
｢
君
山
(
大)｣
(
30)
『
百
二
老
人
語
録』
(
Ｍ
Ａ
二
八
二
三)
｢
君
山
(
中)｣
(
16)
『
百
二
老
人
語
録』
(
Ｍ
Ａ
二
八
二
三)
｢
君
山
遺
品｣
(
31)
『
百
二
老
人
語
録』
(
Ｍ
Ａ
二
八
二
三)
｢
君
山
脩
史
在
韓｣
(
25)
『
百
二
老
人
語
録』
(
Ｍ
Ａ
二
八
二
三)
一
六
井
上
哲
次
郎
(
一
八
五
五
―
一
九
四
四)
明
治
・
大
正
期
の
東
洋
哲
学
者
、
詩
人
。
安
政
二
年
(
一
八
五
五)
筑
前
国
大
宰
府
の
医
者
の
家
に
生
ま
れ
る
。
号
は
巽
軒
。
幼
時
漢
学
を
つ
い
で
英
学
を
学
び
、
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
上
京
し
て
東
京
開
成
学
校
予
科
を
経
て
、
明
治
十
三
年
に
東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
。
文
部
省
編
集
局
、
東
京
大
学
編
修
所
を
経
て
、
明
治
十
五
年
に
東
大
助
教
授
と
な
り
東
洋
哲
学
史
を
講
じ
た
後
、
明
治
十
七
年
よ
り
ド
イ
ツ
に
留
学
。
明
治
二
十
三
年
、
帰
国
と
と
も
に
帝
国
大
学
哲
学
科
の
教
授
と
な
る
。
以
後
日
本
哲
学
界
の
指
導
者
と
し
て
当
時
の
思
想
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
大
正
十
二
年
(
一
九
二
三)
退
官
。
こ
の
間
、
明
治
二
十
八
年
に
東
京
学
士
院
会
員
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
文
科
大
学
学
長
、
哲
学
会
会
長
、
教
科
書
調
査
委
員
な
ど
を
歴
任
、
大
正
十
四
年
に
は
大
東
文
化
学
院
総
長
、
貴
族
院
議
員
に
選
任
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
(
一
九
四
四)
没
。
東
洋
哲
学
研
究
の
主
要
著
作
と
し
て
は
『
日
本
陽
明
学
派
之
哲
学』
『
日
本
古
学
派
之
哲
学』
『
日
本
朱
子
学
派
之
哲
学』
等
が
あ
る
。
東
京
都
立
中
央
図
書
館
と
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
に
旧
蔵
書
が
収
蔵
さ
れ
る
。
｢
哲｣
の
丸
印
は
自
著
の
奥
付
に
捺
さ
れ
た
著
者
検
印
で
あ
る
。
｢
井
上
巽
軒
蔵
書
之
印｣
(
41)
『
大
英
和
辞
典』
( 
一
〇
五
二)
｢
哲｣
(
12)
『
日
本
学
生
宝
鑑』
(
Ｅ
一
五
九
イ
ノ
〇
一
〇
〇
一)
一
七
梅
原
末
治
(
一
八
九
三
―
一
九
八
三)
大
正
・
昭
和
期
の
東
洋
考
古
学
者
。
明
治
二
十
六
年
(
一
八
九
三)
大
阪
府
古
市
郡
古
市
村
に
生
ま
れ
る
。
号
は
河
南
。
大
正
二
年
(
一
九
一
三)
同
志
社
普
通
学
校
を
卒
業
後
は
京
大
考
古
学
教
室
で
資
料
整
理
に
従
事
。
内
藤
湖
南
、
富
岡
謙
蔵
、
浜
田
耕
作
ら
の
指
導
で
調
査
研
究
を
始
め
、
大
正
五
年
よ
り
朝
鮮
総
督
府
古
蹟
調
査
嘱
託
・
委
員
と
な
る
。
大
正
十
四
年
、
欧
米
に
留
学
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
帰
国
し
て
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
研
究
員
兼
京
都
帝
大
文
学
部
講
師
と
な
る
。
同
助
教
授
を
経
て
、
昭
和
十
四
年
か
ら
同
教
授
。
銅
鐸
・
古
墳
・
古
鏡
・
中
国
青
銅
器
の
研
究
な
ど
、
東
洋
考
古
学
の
研
究
基
盤
の
確
立
に
寄
与
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
京
都
大
学
を
定
年
退
官
と
な
る
。
昭
和
三
十
九
年
に
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
研
究
員
を
退
職
。
こ
の
頃
ま
で
に
収
集
し
た
考
古
資
料
(
遺
跡
・
遺
物
の
実
測
図
お
よ
び
写
真
な
ど)
数
万
点
は
、
昭
和
四
十
年
の
和
漢
図
書
、
昭
和
四
十
六
年
の
洋
図
書
と
共
に
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
八
年
(
一
九
八
三)
没
。
『
鑑
鏡
の
研
究』
『
銅
鐸
の
研
究』
ほ
か
多
数
の
著
書
・
論
文
が
あ
る
。
東
北
大
学
お
よ
び
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
に
も
、
寄
贈
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
蔵
さ
れ
る
。
｢
梅
原
氏
図
書
記｣
(
33)
＊
『D
ie
vorklassiche
C
hronologie
Italiens』
( 
九
Ｂ
八
六)
『A
rt
treasures
in
the
R
oyal
O
ntario
M
useum
』
( 
一
一
Ｂ
三
三)
『w
ar
dam
age
to
K
orean
H
istorical
M
onum
ents』
( 
七
六
五)
『
朝
鮮
国
宝
的
遺
物
及
古
蹟
大
全』
(
梅
一)
ほ
か
一
八
荻
原
弘
明
(
一
九
二
一
―
一
九
八
七)
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
大
正
十
年
(
一
九
二
一)
宮
崎
県
宮
崎
市
旭
通
に
生
ま
れ
る
。
昭
和
十
七
年
(
一
九
四
七)
第
七
高
等
学
校
造
士
館
卒
業
。
昭
和
二
十
五
年
に
東
京
大
学
大
学
院
を
修
了
、
鹿
児
島
大
学
鹿
児
島
師
範
学
校
教
授
と
な
る
。
昭
和
四
十
二
年
よ
り
鹿
児
島
大
学
教
授
。
我
が
国
に
お
け
る
ビ
ル
マ
史
研
究
の
先
駆
者
で
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
を
推
進
す
る
傍
ら
附
属
図
書
館
の
整
備
・
充
実
に
尽
力
し
た
。
昭
和
六
十
二
年
(
一
九
八
七)
定
年
に
よ
り
退
官
。
同
年
病
没
。
欧
文
と
ビ
ル
マ
語
文
献
か
ら
な
る
旧
蔵
の
ビ
ル
マ
関
係
資
料
は
東
洋
文
庫
に
購
入
整
理
さ
れ
て
い
る
。
平
成
五
年
(
一
九
九
三)
『
東
洋
文
庫
所
蔵
荻
原
弘
明
文
庫
目
録』
が
刊
行
さ
れ
た
。
｢
荻
原
蔵
書｣
(
21)
『Sanezin
hu
dhe』
(
Ｂ
Ｕ
Ｎ
ｅ
一)
『W
hat
to
read』
( 
一
Ｃ
二
二
三)
『R
eport
on
the
dm
inistration
of
B
urm
a
for
the
year
1933-34』
(  
Ｆ
一
八
一)
＊
『A
tlas
of
South-E
ast
A
sia』
(
Ｍ
六
七)
ほ
か
｢
荻
原
文
庫｣
(
38)
『Sanezin
hu
dhe』
(
Ｂ
Ｕ
Ｎ
ｅ
一)
『W
hat
to
read』
( 
一
Ｃ
二
二
三)
＊
『A
tlas
of
South-E
ast
A
sia』
(
Ｍ
六
七)
ほ
か
一
九
河
口
慧
海
(
一
八
六
六
―
一
九
四
五)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
仏
教
学
者
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
樽
桶
製
造
業
の
善
吉
の
長
男
と
し
て
大
阪
府
堺
市
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
定
治
郎
。
僧
名
は
慧
海
仁
広
。
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八)
上
京
、
東
京
哲
学
館
に
入
学
し
哲
学
・
宗
教
を
学
ぶ
。
明
治
二
十
三
年
、
本
所
の
黄
檗
宗
五
百
羅
漢
寺
で
得
度
。
西
蔵
大
蔵
経
の
入
手
の
た
め
チ
ベ
ッ
ト
探
険
を
志
し
、
明
治
三
十
年
イ
ン
ド
に
渡
り
西
チ
ベ
ッ
ト
を
経
て
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
鎖
国
下
の
ラ
サ
に
入
っ
た
。
明
治
三
十
八
年
に
は
再
び
チ
ベ
ッ
ト
に
向
か
い
、
大
正
四
年
(
一
九
一
五)
帰
国
し
貴
重
な
資
料
を
将
来
す
る
。
大
正
七
年
に
東
京
根
津
宮
永
町
に
仏
教
宣
揚
会
を
設
立
し
日
曜
学
校
を
開
き
在
家
仏
教
を
提
唱
。
大
正
十
五
年
よ
り
大
正
大
学
教
授
と
な
り
西
蔵
語
を
担
当
す
る
。
昭
和
十
五
年
(
一
九
四
〇)
資
料
の
多
く
を
東
洋
文
庫
に
寄
贈
し
、
晩
年
は
東
洋
文
庫
の
研
究
室
で
『
蔵
和
辞
典』
編
纂
に
努
め
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五)
東
京
世
田
谷
の
自
宅
で
病
没
。
著
書
は
『
河
口
慧
海
著
作
集』
に
纏
め
ら
れ
る
。
収
集
品
の
う
ち
、
東
京
大
学
・
立
正
大
学
に
経
典
類
が
、
東
北
大
学
・
東
京
国
立
博
物
館
に
仏
具
類
が
、
国
立
科
学
博
物
館
に
植
物
標
本
が
、
そ
れ
ぞ
れ
収
蔵
さ
れ
る
。
｢
河
口
慧
海
文
庫｣
(
38)
＊
『klong
chen
snying
thig』
(
蔵
外
一
ほ
か)
｢
仏
教
宣
揚
会
蔵
書
之
印｣
(
33)
『klong
chen
snying
thig』
(
蔵
外
一
ほ
か)
『rdo
rje
gcod
pa』
(
蔵
外
三
一
一)
『K
arikaw
ali』
( 
九
Ａ
ｆ
四)
『Siddhanta
K
aum
udi』
( 
一
二
Ｂ
ｆ
四
八)
＊
『T
he
siddhanta
kaum
udi
of
B
hattoji』
( 
一
二
Ｂ
ｆ
四
九)
『T
he
K
athasaritsagara
of
Som
adevabhatta』
( 
一
三
Ｆ
七
三)
ほ
か
二
〇
神
田
喜
一
郎
(
一
八
九
七
―
一
九
八
四)
昭
和
期
の
東
洋
学
者
。
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七)
京
都
市
上
京
区
の
真
宗
篤
信
の
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
信
暢
。
字
は
子 
・
子
充
。
号
は
筑
山
・
鬯 
。
通
称
は
喜
一
郎
。
室
名
は
佞
古
書
屋
・
優
鉢
羅
室
。
幼
少
よ
り
蔵
書
家
の
祖
父
香
巌
の
薫
陶
を
受
け
、
和
漢
の
漢
文
学
に
精
通
し
古
典
籍
万
般
に
通
暁
す
る
。
大
正
十
年
(
一
九
二
一)
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
。
内
藤
湖
南
に
師
事
。
宮
内
省
図
書
寮
嘱
託
を
経
て
、
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
台
北
帝
国
大
学
助
教
授
、
の
ち
教
授
。
戦
後
は
大
谷
大
学
・
大
阪
市
立
大
学
で
も
教
授
を
歴
任
し
、
京
都
大
学
や
名
古
屋
大
学
に
も
出
講
し
た
。
昭
和
二
十
七
年
よ
り
京
都
国
立
博
物
館
館
長
。
平
安
書
道
会
会
長
、
文
化
財
保
護
委
員
会
専
門
委
員
な
ど
も
務
め
る
。
研
究
対
象
は
文
学
か
ら
美
術
ま
で
中
国
文
化
史
全
般
に
及
び
、
書
誌
学
に
も
造
詣
が
深
い
。
多
数
の
著
書
・
論
文
は
『
神
田
喜
一
郎
全
集』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
九
年
(
一
九
八
四)
京
都
市
の
自
宅
に
没
し
、
京
都
市
下
京
区
の
東
本
願
寺
に
葬
ら
れ
る
。
貴
重
書
に
富
む
旧
蔵
書
は
大
谷
大
学
図
書
館
に
遺
贈
さ
れ
た
。
｢
神
田
家
蔵｣
印
は
神
田
家
累
代
の
使
用
印
。
そ
れ
以
外
の
印
は
自
著
の
奥
付
に
捺
さ
れ
た
著
者
検
印
で
あ
る
。
｢
喜｣
(
16)
『
東
洋
学
文
献
叢
説』
(
Ｅ
〇
二
〇
・
二
二
カ
ン
〇
一
〇
〇
二)
ほ
か
｢
神
田
家
蔵｣
(
40)
『
于
孝
顕
碑』
( 
一
六
Ｃ
八
一
六)
＊
『
綿
津
山
人
詩
集』
( 
二
Ｆ
四
七
五)
『
霊
芬
館
詩』
( 
二
Ｆ
八
一
三)
『
大
燈
国
師
語
録』
(
二
Ｂ
ｂ
五
三)
ほ
か
｢
鬯 ｣
(
15)
『
典
籍
剳
記』
(
Ｅ
〇
二
〇
・
二
二
カ
ン
〇
一
〇
〇
一)
ほ
か
｢
佞
古｣
(
12)
『
敦
煌
学
五
十
年』
( 
三
Ｅ
六
一)
ほ
か
二
一
阮
克
堪
(N
guyen
K
hac
K
ham
一
九
一
〇
―
？)
サ
イ
ゴ
ン
大
学
文
学
部
ベ
ト
ナ
ム
言
語
学
科
の
教
授
。
一
九
一
〇
年
ハ
ノ
イ
に
生
ま
れ
る
。
パ
リ
大
学
を
卒
業
。
政
府
の
文
化
活
動
に
従
事
し
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
図
書
館
お
よ
び
国
立
公
文
書
館
の
理
事
、
ベ
ト
ナ
ム
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
長
等
を
務
め
た
。
語
学
や
文
学
な
ど
ベ
ト
ナ
ム
文
化
に
関
し
て
数
多
く
著
述
す
る
。
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
七
三
年
に
か
け
て
東
京
外
国
語
大
学
ベ
ト
ナ
ム
語
専
攻
の
初
代
外
国
人
教
師
を
務
め
る
。
『
東
洋
文
庫
年
報
昭
和
四
一
年
度』
の
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
事
業
活
動
の
項
に
、
来
日
外
国
人
研
究
者
の
一
人
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
｢
阮
克
堪｣
(
15)
『
李
公
新
書』
( 
四
二
五)
｢
阮
克
堪
(
丸
印)｣
(
11)
『
観
音
演
歌
大
全』
( 
四
二
七)
｢P
rof.K
H
A
M S
P
rivateL
ibrary｣
(
13)
『P
hap
cu
kinh
(
法
句
経)』
( 
Ｒ
九)
『
李
公
新
書』
( 
四
二
五)
＊
『
観
音
演
歌
大
全』
( 
四
二
七)
二
二
黒
板
勝
美
(
一
八
七
四
―
一
九
四
六)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
日
本
史
学
者
。
明
治
七
年
(
一
八
七
四)
大
村
藩
士
族
黒
板
要
平
の
長
男
と
し
て
長
崎
県
彼
杵
郡
下
波
佐
見
村
に
生
ま
れ
る
。
号
は
虚
心
。
明
治
二
十
九
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史
科
を
卒
業
し
同
大
学
院
に
進
む
。
田
口
卯
吉
の
も
と
で
『
国
史
大
系』
の
校
訂
に
従
事
。
東
大
史
料
編
纂
掛
嘱
託
、
東
大
文
科
大
学
講
師
を
経
て
、
大
正
八
年
(
一
九
一
九)
教
授
と
な
り
古
文
書
学
を
講
じ
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
よ
り
『
国
史
大
系』
の
新
訂
増
補
を
手
掛
け
る
。
昭
和
九
年
に
は
日
本
古
文
化
研
究
所
を
設
立
、
ほ
か
に
日
本
考
古
学
協
会
会
長
、
史
学
会
理
事
、
朝
鮮
史
編
修
会
顧
問
な
ど
を
歴
任
し
、
文
化
財
の
保
存
と
日
本
史
学
の
発
展
に
尽
く
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
(
一
九
四
六)
東
京
都
渋
谷
区
の
自
宅
に
没
し
、
池
上
本
門
寺
に
葬
ら
れ
る
。
著
書
に
『
国
史
の
研
究』
『
虚
心
文
集』
な
ど
が
あ
る
。
昭
和
五
十
年
に
旧
蔵
書
二
十
七
冊
余
が
遺
族
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
。
｢
虚
心
遺
品
之
内｣
(
31)『
ス
ー
フ
ィ
ー
聖
者
画
帖』
(
Ｐ
Ｒ
三
八)
＊
『
好
太
王
碑
等
調
査
日
誌』
( 
五
Ｉ
一
〇
四
三)
『
古
跡
委
員
会
議
案
ほ
か』
( 
五
Ｊ
一
〇
三
三)
『
朝
鮮
史
蹟
写
真』
( 
五
Ｍ
ｇ
一
〇
〇
一)
二
三
黒
川
真
頼
(
一
八
二
九
―
一
九
〇
六)
明
治
期
の
国
学
者
。
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九)
上
野
国
山
田
郡
桐
生
の
機
業
家
金
子
吉
右
衛
門
治
則
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
嘉
吉
。
通
称
は
寛
長
、
の
ち
真
頼
。
号
は
荻
斎
・
万
里
・
墨
水
。
黒
川
春
村
に
師
事
し
て
和
歌
・
国
学
を
学
び
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
九)
請
わ
れ
て
師
の
学
統
を
継
ぐ
。
維
新
後
は
官
途
に
つ
き
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
大
学
少
助
教
を
拝
命
、
つ
い
で
文
部
省
・
教
部
省
・
元
老
院
・
博
物
局
・
内
務
省
な
ど
多
方
面
に
関
わ
る
。
帝
国
大
学
・
東
京
美
術
学
校
・
東
京
音
楽
学
校
・
高
等
師
範
学
校
に
教
鞭
を
揮
い
、
明
治
二
十
六
年
よ
り
帝
国
大
学
教
授
。
ま
た
、
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
、
宮
内
省
御
歌
所
寄
人
な
ど
を
歴
任
し
た
。『
国
事
類
苑』
編
纂
に
も
携
わ
る
。
明
治
三
十
九
年
(
一
九
〇
六)
浅
草
小
島
町
の
自
宅
に
没
す
。
墓
は
東
京
谷
中
の
天
王
寺
。
文
学
・
語
学
・
歴
史
・
有
識
・
美
術
な
ど
広
汎
に
わ
た
る
著
作
は
『
黒
川
真
頼
全
集』
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
春
村
以
来
蒐
集
の
厖
大
な
蔵
書
は
、
四
男
で
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
真
道
・
孫
の
真
前
に
受
け
継
が
れ
る
過
程
で
四
散
し
た
。
旧
蔵
書
は
実
践
女
子
大
学
・
国
学
院
大
学
・
明
治
大
学
・
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
な
ど
が
所
蔵
す
る
。
｢
黒
川
真
頼｣
(
19)
『
茅
窓
漫
録』
( 
一
Ｅ
一
一
七
五)
｢
黒
川
真
頼
蔵
書｣
(
44)
『
茅
窓
漫
録』
( 
一
Ｅ
一
一
七
五)
二
四
黒
田
源
次
(
一
八
八
六
―
一
九
五
七)
大
正
・
昭
和
期
の
美
術
史
家
。
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六)
熊
本
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
有
馬
。
号
は
喪
志
亭
。
心
理
学
を
専
攻
し
明
治
四
十
四
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
卒
業
。
大
学
院
に
進
み
、
大
正
三
年
(
一
九
一
四)
京
大
医
学
部
副
手
、
生
理
学
を
学
ぶ
。
大
正
九
年
よ
り
同
医
学
部
講
師
を
務
め
、
大
正
十
三
年
に
は
文
部
省
海
外
研
究
生
と
し
て
ド
イ
ツ
に
留
学
。
大
正
十
五
年
に
満
洲
医
科
大
学
教
授
と
な
り
生
理
学
教
官
を
担
当
す
る
。
昭
和
六
年
(
一
九
三
一)
か
ら
昭
和
九
年
ま
で
再
度
欧
米
に
留
学
、
こ
の
間
ベ
ル
リ
ン
の
日
独
文
化
協
会
長
を
務
め
た
。
そ
の
後
、
満
洲
教
育
専
門
学
校
教
授
を
兼
任
、
満
洲
医
科
大
学
図
書
館
長
・
同
医
学
陳
列
館
長
な
ど
を
歴
任
す
る
。
戦
後
は
東
京
帝
室
博
物
館
嘱
託
を
経
て
昭
和
二
十
七
年
か
ら
奈
良
国
立
博
物
館
の
初
代
館
長
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
長
を
兼
任
す
る
。
昭
和
三
十
二
年
(
一
九
五
七)
没
。
主
な
編
著
書
に
『
上
方
絵
一
覧』
『
長
崎
系
洋
画』
な
ど
が
あ
る
。
掲
出
の
『[
シ
ー
ボ
ル
ト
文
書]』
と
は
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
に
あ
っ
た
日
本
学
会(
一
九
二
六
―
一
九
四
五)
が
か
つ
て
所
蔵
し
て
い
た
シ
ー
ボ
ル
ト
手
稿
を
多
数
ふ
く
む
独
得
の
資
料
群
の
こ
と
。
東
洋
文
庫
が
架
蔵
し
て
い
る
の
は
そ
の
写
真
複
製
(
フ
ォ
ト
ス
タ
ッ
ト
一
万
一
千
枚)
で
、
昭
和
十
一
年
に
日
独
文
化
協
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
｢
黒
田
原
次｣
(
14)
『[
シ
ー
ボ
ル
ト
文
書]』
(  
一
Ｂ
六)
｢
伯
林
孤
客｣
(
24)
『[
シ
ー
ボ
ル
ト
文
書]』
(  
一
Ｂ
六)
二
五
幸
田
成
友
(
一
八
七
三
―
一
九
五
四)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
経
済
史
学
者
。
明
治
六
年
(
一
八
七
三)
幸
田
成
延
の
子
と
し
て
東
京
府
神
田
区
に
生
ま
れ
る
。
斎
号
は
三
願
書
屋
。
兄
に
露
伴
・
成
忠
、
姉
に
幸
田
延
、
妹
に
安
藤
幸
が
い
る
。
明
治
二
十
九
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
史
学
科
を
卒
業
。
明
治
三
十
四
年
以
来
『
大
阪
市
史』
編
纂
主
任
。
そ
の
後
、
京
都
帝
国
大
学
、
慶
応
義
塾
大
学
、
東
京
商
科
大
学
な
ど
で
講
師
・
助
教
授
を
歴
任
す
る
。
昭
和
三
年
(
一
九
二
八)
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
。
昭
和
五
年
よ
り
東
京
商
科
大
学
教
授
。
江
戸
時
代
の
江
戸
・
大
坂
に
関
す
る
社
会
経
済
史
研
究
を
本
領
と
し
た
が
、
史
伝
・
書
誌
学
・
近
世
文
化
交
流
史
な
ど
研
究
領
域
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
の
業
績
は
『
幸
田
成
友
著
作
集』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
九
年
(
一
九
五
四)
没
。
愛
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
そ
の
旧
蔵
書
は
大
半
が
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
の
幸
田
文
庫
に
、
一
部
が
一
橋
大
学
に
現
存
す
る
。
｢
幸
田
成
友｣
の
印
は
貼
付
の
紙
片
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
｢
幸
田
成
友｣
(
33)
『
伊
勢
物
語
聞
書』
(
三
Ｂ
ａ
九)
｢
有
三
願
楼｣
(
26)
『
鉄
山
和
尚
語
録』
(
一
Ｃ
二
四)
二
六
古
城
貞
吉
(
一
八
六
六
―
一
九
四
九)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
漢
学
者
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
熊
本
に
生
ま
れ
る
。
号
は
坦
堂
。
幼
時
よ
り
竹
添
井
々
の
塾
で
漢
学
を
修
め
る
。
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七)
東
京
日
日
新
聞
社
に
入
社
し
上
海
に
赴
任
。
つ
い
で
北
京
に
移
り
、
明
治
三
十
三
年
の
北
清
事
変
に
際
し
て
は
北
京
の
日
本
公
使
館
で
の
籠
城
に
加
わ
っ
て
い
る
。
翌
年
に
帰
国
し
東
洋
協
会
殖
民
専
門
学
校
講
師
を
経
て
、
明
治
三
十
九
年
よ
り
東
洋
大
学
教
授
。
日
本
大
学
・
立
教
大
学
・
大
東
文
化
学
院
・
慶
応
義
塾
大
学
の
講
師
を
務
め
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
設
立
の
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
の
研
究
員
、
の
ち
評
議
員
と
し
て
研
究
と
後
進
の
指
導
に
当
た
る
。
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九)
東
京
文
京
区
関
口
台
町
の
自
宅
に
没
す
。
墓
は
熊
本
市
本
妙
寺
裏
花
園
墓
地
に
あ
る
。
蔵
書
二
万
八
千
冊
は
、
没
後
に
永
青
文
庫
が
購
入
し
、
の
ち
慶
応
義
塾
大
学
に
寄
託
さ
れ
斯
道
文
庫
に
現
蔵
す
る
。
著
書
に
『
支
那
文
学
史』
、
編
著
に
『
肥
後
文
献
叢
書』
が
あ
る
。
｢
古
城
文
庫｣
(
29)『
合
類
書
籍
目
録
大
全』
( 
一
Ａ
一
〇
八
七)
二
七
幣
原
坦
(
一
八
七
〇
―
一
九
五
三)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
堺
県
茨
田
郡
門
真
村
の
旧
家
に
生
ま
れ
る
。
幣
原
新
治
郎
の
長
男
。
幣
原
喜
重
郎
の
兄
。
明
治
二
十
六
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史
科
を
卒
業
、
沖
縄
の
歴
史
研
究
に
志
す
。
鹿
児
島
高
等
中
学
校
造
士
館
教
授
、
山
梨
県
立
中
学
校
校
長
、
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
を
歴
任
し
て
、
明
治
三
十
八
年
に
は
韓
国
政
府
学
政
参
与
官
と
な
る
。
以
後
も
っ
ぱ
ら
朝
鮮
史
の
研
究
を
す
す
め
、
朝
鮮
史
開
拓
者
の
一
人
と
な
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
よ
り
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
兼
任
。
大
正
二
年
(
一
九
一
三)
広
島
高
等
師
範
学
校
校
長
、
大
正
九
年
に
文
部
省
図
書
局
長
を
経
て
、
昭
和
三
年
(
一
九
二
八)
台
北
帝
国
大
学
創
立
と
共
に
初
代
総
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
は
枢
密
顧
問
官
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
(
一
九
五
三)
大
阪
に
病
没
す
る
。
墓
は
門
真
市
御
堂
町
の
願
得
寺
。
著
書
に
『
南
島
沿
革
史
論』
『
朝
鮮
教
育
論』
な
ど
が
あ
る
。
朝
鮮
在
職
中
か
ら
朝
鮮
関
係
の
古
書
の
収
書
に
努
め
、
昭
和
十
六
年
に
は
そ
の
尽
く
三
百
四
十
部
千
五
百
冊
を
東
洋
文
庫
に
寄
贈
す
る
。
｢
幣
原
坦
印｣
(
26)
『
懲 
録』
( 
二
八
〇
三
＊)
＊
『
金
陵
集』
( 
四
一
六
八
＊)
ほ
か
｢
幣
原
図
書｣
(
26)
『
広
史』
( 
四
Ｂ
五
四)
『
殊
号
事
略
後
編』
( 
五
Ｈ
ａ
一
〇
二
四)
＊
『
九
送
使
公
貿
易
次
第』
(  
五
Ｃ
ｃ
一
八)
ほ
か
｢
幣
原
図
書
(
丸
印)｣
(
44)
＊
『
疆
域
全
図』
( 
二
二
二
四)
『
両
朝
遺
乗』
( 
二
二
二
六)
｢
幣
原
文
庫｣
(
28)
『
懲 
録』
( 
二
八
〇
三
＊)
二
八
高
木
敏
雄
(
一
八
七
六
―
一
九
二
二)
大
正
期
の
神
話
学
者
。
明
治
九
年
(
一
八
七
六)
熊
本
県
菊
池
郡
西
寺
村
に
生
ま
れ
る
。
明
治
三
十
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
独
逸
文
学
科
を
卒
業
、
第
五
高
等
学
校
教
授
を
経
て
明
治
四
十
二
年
よ
り
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
る
。
大
阪
外
国
語
学
校
教
授
な
ど
を
歴
任
。
比
較
神
話
学
の
方
法
論
に
よ
り
日
本
神
話
を
研
究
す
る
。
大
正
二
年
(
一
九
一
三)
柳
田
国
男
と
『
郷
土
研
究』
を
創
刊
し
て
い
る
。
著
書
に
『
日
本
神
話
伝
説
の
研
究』
な
ど
が
あ
る
。
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二)
没
。
旧
蔵
書
は
主
事
石
田
幹
之
助
に
よ
り
東
洋
文
庫
に
購
入
さ
れ
た
。
｢
高
木｣
(
11)
『M
ythologie
des
B
uddhism
us
in
T
ibet
und
der
M
ongolei』
( 
五
Ａ
五
九)
＊
『V
edic
m
ythology』
( 
一
三
Ｆ
二)
｢
高
木
神
話
文
庫｣
(
30)
＊
『P
opular
tales
and
fiction』
( 
五
Ｌ
九)
『M
ythologie
des
B
uddhism
us
in
T
ibet
und
der
M
ongolei』
( 
五
Ａ
五
九)
『T
ibetan
tales』
( 
七
五)
『T
he
Jataka』
( 
一
〇
Ｃ
ｃ
一
三)
『V
edische
m
ythologie』
( 
一
三
Ｆ
一)
『V
edic
m
ythology』
( 
一
三
Ｆ
二)
二
九
富
岡
謙
蔵
(
一
八
七
三
―
一
九
一
八)
明
治
・
大
正
期
の
考
古
学
者
。
明
治
六
年
(
一
八
七
三)
京
都
に
生
ま
れ
る
。
号
は
桃
華
。
父
鉄
斎
に
就
い
て
幼
少
か
ら
漢
籍
の
素
養
を
受
け
、
ま
た
絵
画
の
鑑
識
を
志
し
た
。
明
治
三
十
六
年
よ
り
京
都
帝
国
大
学
図
書
館
嘱
託
。
明
治
四
十
一
年
に
は
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
講
師
と
な
り
、
東
洋
史
・
金
石
学
・
古
鏡
の
研
究
に
携
わ
る
。
大
正
七
年
(
一
九
一
八)
没
。
著
書
は
『
古
鏡
の
研
究』
な
ど
。
親
子
二
代
の
蒐
書
｢
富
岡
文
庫｣
は
和
漢
洋
多
方
面
に
わ
た
る
。
｢
桃
華 ｣
(
22)
『
広
韻』
( 
二
一
〇)
三
〇
内
藤
湖
南
(
一
八
六
六
―
一
九
三
四)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
慶
応
二
年
(
一
八
六
六)
陸
奥
国
鹿
角
郡
毛
馬
内
に
盛
岡
藩
の
陪
臣
儒
者
内
藤
調
一
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名
は
虎
次
郎
。
字
は
炳
卿
。
号
は
湖
南
・
黒
頭
尊
者
。
明
治
十
八
年
(
一
八
八
五)
秋
田
師
範
学
校
を
卒
業
。
し
ば
ら
く
小
学
校
教
員
を
務
め
た
後
、
明
治
二
十
年
に
上
京
し
て
大
内
青
巒
の
も
と
で
『
明
教
新
誌』
の
編
集
に
あ
た
る
。
以
後
、
雑
誌
『
日
本
人』
、『
三
河
新
聞』
『
大
阪
朝
日
新
聞』
『
台
湾
日
報』
『
万
朝
報』
等
の
記
者
と
し
て
言
論
界
で
活
躍
し
た
。
明
治
四
十
年
に
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
史
学
科
が
開
設
さ
れ
る
に
際
し
て
講
師
に
迎
え
ら
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
よ
り
同
教
授
と
な
り
東
洋
史
講
座
を
担
当
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
せ
し
め
た
。
か
た
わ
ら
、
典
籍
に
つ
い
て
深
い
薀
蓄
を
持
ち
多
く
の
善
本
を
蒐
集
す
る
。
羅
振
玉
・
王
国
維
等
清
末
の
学
者
と
親
交
を
持
ち
、
書
画
の
鑑
識
・
漢
詩
文
の
作
者
・
書
道
家
と
し
て
も
一
流
で
あ
っ
た
。
晩
年
は
京
都
府
相
楽
郡
瓶
原
に
移
り
住
み
、
斎
号
を
恭
仁
山
荘
と
称
し
た
。
昭
和
九
年
(
一
九
三
四)
没
。
京
都
市
左
京
区
鹿
ケ
谷
法
然
院
に
葬
る
。
主
な
業
績
は
『
内
藤
湖
南
全
集』
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
旧
蔵
書
は
、
そ
の
大
半
が
関
西
大
学
図
書
館
に
、
善
本
類
が
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
に
、
満
蒙
関
係
資
料
が
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
に
、
中
国
史
関
係
資
料
が
大
阪
大
学
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
｢
虎｣
(
18)
『
分
類
合
璧
図
像
句
解
君
臣
故
事』
(
二
Ｂ
ａ
一)
｢
黒
頭
尊
者｣
(
22)
『
蔵
乗
法
数』
(
二
Ｃ
ｂ
二)
｢
字
炳
卿
氏｣
(
19)
『
分
類
合
璧
図
像
句
解
君
臣
故
事』
(
二
Ｂ
ａ
一)
｢
炳
卿
鑑
蔵｣
(
27)
＊
『
崔
忻 
記』
( 
一
六
Ｃ
一
一
一
二)
『
崔
忻 
記』
( 
一
六
Ｃ
一
六
〇
六)
｢
炳
卿
珍
蔵
旧
槧
古
鈔
之
記｣
(
38)
＊
『
分
類
合
璧
図
像
句
解
君
臣
故
事』
(
二
Ｂ
ａ
一)
『
蔵
乗
法
数』
(
二
Ｃ
ｂ
二)
三
一
内
藤
耻
叟
(
一
八
二
七
―
一
九
〇
三)
幕
末
・
明
治
期
の
歴
史
学
者
。
文
政
十
年
(
一
八
二
七)
水
戸
藩
士
美
濃
部
又
三
郎
の
次
男
と
し
て
常
陸
国
水
戸
に
生
ま
れ
る
。
の
ち
内
藤
家
の
養
子
に
入
り
弘
化
三
年
(
一
八
四
六)
家
督
を
相
続
す
る
。
名
は
正
直
。
字
は
大
道
。
通
称
は
弥
大
夫
。
号
は
耻
叟
・
碧
海
。
天
保
十
二
年
(
一
八
四
一)
藩
校
弘
道
館
に
入
り
会
沢
正
志
斎
・
藤
田
東
湖
に
師
事
す
る
。
元
治
二
年
(
一
八
六
五)
水
戸
弘
道
館
教
授
。
安
政
六
年
(
一
八
五
九)
藩
の
内
訌
に
禍
し
て
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
耻
叟
と
号
す
。
有
為
転
変
の
後
、
慶
応
四
年
(
一
八
六
八)
水
戸
を
離
れ
本
姓
を
秘
し
東
北
地
方
を
転
々
と
し
、
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
米
沢
で
山
形
史
生
と
な
る
。
そ
の
後
は
上
京
し
て
大
蔵
省
や
東
京
府
に
勤
め
、
明
治
十
一
年
に
小
石
川
区
長
と
な
る
。
群
馬
県
中
学
校
長
・
東
京
大
学
文
学
部
講
師
な
ど
を
経
て
、
明
治
十
九
年
よ
り
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
と
な
る
。
『
古
事
類
苑』
の
編
纂
な
ど
修
史
事
業
に
も
携
わ
る
。
徳
川
時
代
の
制
度
文
学
研
究
に
務
め
博
覧
強
記
を
も
っ
て
知
ら
れ
た
。
明
治
三
十
六
年
(
一
九
〇
三)
没
。
墓
は
東
京
谷
中
霊
園
。
著
書
に
『
安
政
紀
事』
『
徳
川
十
五
代
史』
等
が
あ
る
。
｢
内
藤
耻
叟｣
(
14)
『
長
禄
江
戸
図』
(
三
Ｈ
ｄ
ろ
一
(
一))
｢
内
藤
耻
叟
(
破
円)｣
(
14)
『
寛
永
九
年
刊
江
戸
図
写
本』
(
三
Ｈ
ｄ
ろ
一
(
一))
三
二
中
山
久
四
郎
(
一
八
七
四
―
一
九
六
一)
大
正
・
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
明
治
七
年
(
一
八
七
四)
長
野
県
北
佐
久
郡
馬
瀬
口
村
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
中
山
。
中
村
家
を
嗣
ぐ
。
明
治
三
十
二
年
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
学
科
を
卒
業
。
大
学
院
に
進
み
、
明
治
三
十
四
年
ド
イ
ツ
に
留
学
。
帰
国
後
は
、
広
島
高
等
師
範
学
校
教
授
・
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
・
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
講
師
・
第
一
高
等
学
校
講
師
な
ど
を
歴
任
し
、
東
大
史
料
編
纂
官
を
兼
任
す
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
東
京
文
理
科
大
学
教
授
と
な
り
、
中
山
姓
に
復
し
東
京
市
本
郷
区
駒
込
に
住
ま
う
。
昭
和
三
十
六
年
(
一
九
六
一)
没
。
東
西
交
渉
・
東
洋
文
化
史
を
研
究
し
、
著
書
は
『
読
史
広
記』
な
ど
多
数
が
あ
る
。
都
立
中
央
図
書
館
特
別
買
上
文
庫
中
に
旧
蔵
書
の
一
部
が
収
蔵
さ
れ
る
。
日
本
人
漢
詩
文
の
薄
冊
が
多
い
。
東
洋
文
庫
に
は
昭
和
四
十
三
年
に
遺
族
よ
り
旧
蔵
書
の
一
部
が
寄
贈
さ
れ
た
。
夥
し
い
書
入
れ
が
特
徴
で
あ
る
。
｢
中
山
(
大)｣
や
｢
中
村
久
四
郎｣
の
丸
印
は
自
著
の
奥
付
に
捺
さ
れ
た
著
者
検
印
で
あ
る
。
｢
中
山｣
(
10)
『
孫
文
ヲ
中
心
ト
シ
タ
ル
中
華
民
国
最
近
世
史
…』
( 
六
抜
五
九)
｢
中
山
(
大)｣
(
11)
『
日
本
文
化
と
儒
教』
( 
九
Ｅ
ａ
三)
｢
中
山
氏
蔵
書
之
記｣
(
22)
『
読
史
広
記』
( 
七)
＊
『
朱
舜
水
先
生
七
十
寿』
( 
六
Ｂ
ｌ
五
一
〇
〇
一)
ほ
か
｢
中
村
久
四
郎｣
(
15)
『
新
編
外
国
歴
史
教
科
書
東
洋
之
部』
(
Ｅ
三
七
五
・
九
三
二
ナ
カ
〇
一
〇
〇
一)
｢
中
村
究
史
楼｣
(
13)
『
清
朝
学
術
思
想
史』
( 
六
抜
七
七)
三
三
新
渡
戸
稲
造
(
一
八
六
二
―
一
九
三
三)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
農
業
経
済
学
者
。
文
久
二
年
(
一
八
六
二)
盛
岡
藩
勘
定
奉
行
新
渡
戸
常
訓
の
三
男
と
し
て
盛
岡
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
稲
之
助
。
明
治
十
四
年
(
一
八
八
一)
札
幌
農
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
に
進
む
が
明
治
十
七
年
に
中
退
、
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
の
諸
大
学
で
農
業
経
済
学
を
学
ぶ
。
明
治
二
十
年
、
札
幌
農
学
校
助
教
授
。
札
幌
農
学
校
教
授
・
台
湾
総
督
府
技
師
な
ど
を
経
て
、
明
治
三
十
六
年
よ
り
京
都
帝
国
大
学
教
授
。
つ
い
で
、
第
一
高
等
学
校
校
長
・
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
東
京
女
子
大
学
初
代
学
長
を
歴
任
。
大
正
九
年
(
一
九
二
〇)
か
ら
国
際
連
盟
事
務
局
次
長
を
務
め
る
。
昭
和
八
年
(
一
九
三
三)
太
平
洋
問
題
調
査
会
会
議
に
日
本
代
表
団
団
長
と
し
て
出
席
す
る
た
め
カ
ナ
ダ
に
渡
り
、
そ
の
地
で
病
没
。
墓
は
東
京
都
府
中
市
の
多
磨
墓
地
。『
農
業
本
論』
『
武
士
道』
『
修
養』
等
の
著
書
が
あ
る
。
旧
蔵
書
は
、
十
和
田
市
立
新
渡
戸
記
念
館
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
、
東
京
大
学
経
済
学
部
に
収
蔵
さ
れ
る
。
｢
新
渡
戸
寄
贈｣
(
63)
『
費
唐
君
提
交
上
海
公
共
租
界
工
部
局
報
告
書
第
一
巻
摘
要
訳
文』
(
四
四
三
〇)
｢
新
渡
戸
寄
贈
(
小)｣
(
30)
＊
『T
he
E
m
pire
of
Japan』
(  
一
Ｅ
一
三
五)
『U
ne
cam
pagne
sur
les
cotes
du
Japon』
(  
七
Ｆ
二
二)
｢
新
渡
戸
章｣
(
23)
『C
ontes
Japonais』
(  
一
三
Ｈ
三
七)
三
四
｢
新
渡
戸
図
書
L
IB
R
A
R
Y
O
F
IN
A
Z
O
&
M
A
R
Y
N
IT
O
B
E
｣
(
33)
＊
『B
ibliographie
japonaise』
(  
一
Ａ
八)
『T
he
E
m
pire
of
Japan』
(  
一
Ｅ
一
三
五)
『D
e
openstelling
van
Japan』
(  
七
Ｆ
二
一)
『L
e
Japon』
(  
七
Ｆ
二
三)
『Justo
U
cundono,P
rince
of
Japan』
(  
一
〇
Ｅ
ｂ
二
五)
｢
東
京
市
小
石
川
区
小
日
向
台
町
一
ノ
七
五
新
渡
戸｣
(
31)
『Statem
ent
of
the
Serviices
of
Sir
Stam
ford
R
affles』
( 
一
Ｃ
二
三)
｢Inazo
N
itobe｣
(
26)
『B
ijdrage
tot
de
kennis
van
het
Japansche
R
ijk』
(  
一
Ｅ
一
三
四)
｢O
T
A
IN
A
Z
O
｣
(
20)
『L
e
Japon』
(  
七
Ｆ
二
三)
三
五
林
泰
輔
(
一
八
五
四
―
一
九
二
二)
明
治
・
大
正
期
の
歴
史
学
者
。
安
政
元
年
(
一
八
五
四)
下
総
国
香
取
郡
常
盤
村
の
素
封
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
直
養
。
字
は
浩
卿
。
号
は
進
斎
。
若
く
し
て
並
木
栗
水
に
朱
子
学
を
学
ぶ
。
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七)
帝
国
大
学
文
科
大
学
古
典
講
習
科
を
卒
業
。
第
一
高
等
中
学
校
嘱
託
、
山
口
高
等
中
学
校
助
教
授
、
東
京
大
学
文
科
大
学
助
教
授
、
東
京
高
等
師
範
学
校
講
師
を
経
て
、
明
治
四
十
一
年
よ
り
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
と
な
る
。
朝
鮮
史
研
究
の
先
覚
者
で
、
の
ち
中
国
古
代
史
に
転
じ
る
。
甲
骨
文
字
の
研
究
で
は
開
拓
者
と
し
て
の
功
績
が
大
き
い
。
地
方
教
育
に
関
心
を
持
ち
郷
党
の
た
め
に
蒐
集
の
書
籍
を
も
っ
て
｢
杜
城
図
書
館｣
を
創
設
し
た
。
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二)
没
。
著
書
に
『
上
代
漢
字
の
研
究』
『
朝
鮮
通
史』
な
ど
が
あ
る
。
旧
蔵
書
の
う
ち
経
書
を
中
心
と
す
る
漢
籍
が
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
に
、
和
漢
書
が
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
に
、
自
筆
稿
本
類
が
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
東
洋
文
庫
は
、
大
正
十
三
年
に
遺
族
よ
り
購
入
し
た
甲
骨
卜
辞
片
六
百
余
片
お
よ
び
甲
骨
関
係
の
蔵
書
等
五
十
余
部
を
蔵
す
る
。
｢
北
総
林
氏
蔵｣
(
44)
『
石
経
考』
( 
一
Ｃ
五)
＊
『
説
文
解
字
句
読』
( 
九
Ｂ
四
七)
『 
山
刻
石
残
字』
( 
一
六
Ｃ
八
九
四)
『
碧
落
碑』
( 
一
六
Ｃ
八
九
五)
ほ
か
三
六
藤
井
乙
男
(
一
八
六
八
―
一
九
四
五)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
国
文
学
者
。
慶
応
四
年
(
一
八
六
八)
淡
路
国
津
名
郡
洲
本
に
生
ま
れ
る
。
号
は
紫
影
。
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四)
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
を
卒
業
。
第
四
高
等
学
校
・
第
八
高
等
学
校
の
教
授
、
京
都
帝
国
大
学
の
講
師
を
経
て
、
明
治
四
十
四
年
よ
り
京
都
帝
国
大
学
教
授
。
の
ち
広
島
文
理
大
学
に
も
出
講
し
た
。
近
世
文
学
を
専
攻
し
、
戯
曲
・
小
説
・
俳
諧
の
諸
分
野
を
広
く
研
究
し
た
。
正
岡
子
規
に
師
事
し
句
作
も
嗜
み
、
四
高
在
職
当
時
の
金
沢
で
は
北
声
会
を
主
宰
し
た
。
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五)
没
。
著
作
を
網
羅
し
た
『
藤
井
乙
男
著
作
集』
、
句
集
『
か
き
ね
草』
が
あ
る
。
｢
紫
影｣
(
15)
『
か
ま
た』
(
三
Ａ
ｄ
一
一)
三
七
藤
井
尚
久
(
一
八
九
四
―
一
九
六
七)
昭
和
期
の
医
史
学
者
。
明
治
二
十
七
年
(
一
八
九
四)
富
山
県
婦
負
郡
千
里
村
に
藤
井
登
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
大
正
十
年
(
一
九
二
一)
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
。
大
学
附
属
病
院
の
医
局
員
と
な
り
、
入
沢
達
吉
・
呉
健
の
指
導
の
も
と
内
科
学
の
研
究
を
続
け
る
。
そ
の
か
た
わ
ら
東
京
医
学
専
門
学
校
講
師
、
東
京
市
立
広
尾
病
院
内
科
科
長
な
ど
を
経
て
、
昭
和
六
年
(
一
九
三
一)
東
京
医
学
専
門
学
校
教
授
と
な
る
。
昭
和
十
七
年
に
帝
国
学
士
院
よ
り
明
治
前
日
本
科
学
史
の
編
纂
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
以
来
わ
が
国
の
医
学
文
化
の
史
的
研
究
に
努
め
る
。
著
書
に
『
明
治
前
本
邦
内
科
史』
等
が
あ
る
。
昭
和
十
九
年
よ
り
松
原
病
院
院
長
。
昭
和
三
十
六
年
か
ら
清
瀬
病
院
院
長
。
昭
和
四
十
二
年
(
一
九
六
七)
没
。
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
蒐
集
の
和
漢
洋
医
学
書
お
よ
そ
一
千
八
百
部
を
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
四
年
に
『
藤
井
文
庫
目
録』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
｢
藤
井｣
(
11)
『O
ntleedkundige
tafelen』
(
Ｏ
一
Ｄ
六
七)
＊
『
博
物
新
編』
(  
九
一
〇
〇
六)
ほ
か
｢
藤
井
尚
久｣
(
14)
＊
『E
nglish
and
Japanese
dictionary』
(  
一
二
Ｃ
七
六)
ほ
か
｢
藤
井
尚
久
(
楕
円)｣
(
20)
＊
『
博
物
新
編』
(  
九
一
〇
〇
六)
『
女
刑
屍
解
剖
之
図』
(
五)
ほ
か
｢
藤
井
蔵｣
(
24)
『O
ntleedkundige
tafelen』
(
Ｏ
一
Ｄ
六
七)
『
本
草
綱
目』
( 
六
Ｂ
二
四)
＊
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
渡
来
百
年
記
念
論
文
集』
( 
七
一
六)
ほ
か
三
八
藤
田
豊
八
(
一
八
六
九
―
一
九
二
九)
明
治
・
大
正
期
の
東
洋
史
学
者
。
明
治
二
年
(
一
八
六
九)
徳
島
県
美
馬
郡
郡
里
村
に
生
ま
れ
る
。
名
は
豊
八
。
号
は
剣
峰
。
明
治
二
十
八
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
文
科
を
卒
業
。
東
京
専
門
学
校
お
よ
び
哲
学
館
に
教
鞭
を
執
り
雑
誌
｢
江
湖
文
学｣
発
刊
。
明
治
三
十
年
に
渡
清
し
て
羅
振
玉
ら
と
交
わ
り
、
上
海
東
文
学
社
の
教
習
(
一
八
九
八)
、
両
広
総
督
の
教
育
顧
問
(
一
九
〇
二)
、
蘇
州
の
師
範
学
堂
総
教
習
(
一
九
〇
五)
、
北
京
の
農
科
大
学
の
総
教
習
(
一
九
〇
九)
な
ど
を
歴
任
、
清
末
の
新
学
勃
興
に
貢
献
し
た
。
そ
の
間
に
『
慧
超
往
五
天
竺
国
伝
箋
釈』
(
一
九
〇
九)
、『
島
夷
志
略
校
注』
(
一
九
一
一)
を
公
に
し
て
東
洋
史
学
に
不
朽
の
地
位
を
築
い
た
。
発
表
し
た
論
考
の
多
く
は
『
東
西
交
渉
史
の
研
究』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
帰
国
後
は
早
稲
田
大
学
教
授
・
東
京
帝
国
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和
三
年
(
一
九
二
八)
台
北
帝
国
大
学
教
授
・
文
政
学
部
長
に
補
せ
ら
れ
る
。
昭
和
四
年
(
一
九
二
九)
東
京
の
自
宅
に
病
没
。
東
京
多
磨
霊
園
に
葬
ら
れ
る
。
蔵
書
に
富
み
、
中
で
も
宋
版
明
補
刻
本
の
『
魏
書』
な
ど
は
稀
覯
本
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
漢
籍
千
七
百
余
部
は
昭
和
五
年
に
一
括
し
て
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
概
要
は
『
藤
田
文
庫
目
録』
に
確
認
で
き
る
。
ほ
か
に
、
清
代
詩
文
集
が
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
、
洋
書
が
台
北
帝
国
大
学
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
掲
出
の
『
東
夷
考
略』
は
見
返
し
に
羅
振
玉
氏
手
書
の
識
語
が
あ
り
、
そ
の
交
遊
を
物
語
る
。
｢
藤
田  
蔵
書
之
記｣
(
41)＊
『
東
夷
考
略』
( 
一
一
Ｎ
一
六)
『
魏
書』
( 
二
一)
ほ
か
三
九
松
井
簡
治
(
一
八
六
三
―
一
九
四
五)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
国
文
学
者
。
文
久
三
年
(
一
八
六
三)
銚
港
神
社
の
神
官
宮
内
嘉
雄
(
号
君
浦)
の
次
男
と
し
て
下
総
国
海
上
郡
銚
子
に
生
ま
れ
る
。
号
は
刀
水
・
碧
湾
。
明
治
十
五
年
(
一
八
八
二)
高
崎
藩
士
松
井
清
の
養
嗣
子
と
な
る
。
明
治
二
十
三
年
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
育
学
科
を
卒
業
。
明
治
二
十
五
年
よ
り
学
習
院
教
授
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
国
語
辞
典
の
編
纂
を
志
し
、
資
料
と
す
べ
き
古
書
籍
の
蒐
集
を
始
め
る
。
東
京
高
等
師
範
学
校
教
授
(
附
属
図
書
館
長
を
兼
務)
、
東
京
文
理
科
大
学
教
授
な
ど
を
歴
任
。
こ
の
間
、
独
力
で
編
纂
作
業
を
進
め
、
大
正
八
年
(
一
九
一
九)
『
大
日
本
国
語
辞
典』
を
完
成
し
た
。
昭
和
二
十
年(
一
九
四
五)
疎
開
先
の
栃
木
県
足
尾
町
に
没
す
。
物
語
・
歌
書
・
有
識
故
実
・
古
辞
書
な
ど
広
範
囲
に
及
ぶ
旧
蔵
古
典
籍
一
万
七
千
余
冊
は
、
昭
和
十
年
に
一
括
し
て
静
嘉
堂
文
庫
へ
収
め
ら
れ
た
。
｢
松
井
氏
蔵
書
章｣
(
35)
『
奈
万
之
奈』
( 
一
一
〇
〇
四)
四
〇
物
集
高
見
(
一
八
四
七
―
一
九
二
八)
明
治
・
大
正
期
の
国
語
学
者
。
弘
化
四
年
(
一
八
四
七)
豊
後
国
速
見
郡
杵
築
城
下
に
国
学
者
物
集
高
世
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
初
め
素
太
郎
、
の
ち
善
五
郎
と
称
す
。
号
は
鴬
谷
、
埋
書
居
士
、
菫
園
な
ど
。
幼
少
よ
り
漢
学
・
国
学
を
学
び
、
慶
応
元
年
(
一
八
六
五)
に
は
長
崎
に
遊
学
し
て
洋
学
・
英
語
も
修
め
た
。
玉
松
操
に
入
門
し
、
ま
た
平
田
銕
胤
に
国
学
を
学
ぶ
。
明
治
維
新
後
は
新
政
府
に
出
仕
し
、
明
治
三
年
(
一
八
七
〇)
神
祇
官
宣
教
史
生
と
な
り
、
教
部
省
・
文
部
省
な
ど
を
経
て
明
治
十
九
年
よ
り
帝
国
大
学
教
授
と
な
る
。
学
習
院
教
授
な
ど
を
歴
任
。『
言
文
一
致』
『
日
本
大
辞
林』
な
ど
多
く
の
編
著
書
が
あ
る
。
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四)
蔵
書
の
多
く
を
手
放
し
翌
年
杵
築
に
帰
郷
し
た
。
昭
和
三
年
(
一
九
二
八)
没
。
墓
は
大
分
県
杵
築
市
南
台
の
養
徳
寺
。
｢
物
集
文
庫｣
(
27)
『
沙
石
集』
(
三
Ａ
ｂ
四
三)
四
一
柳
田
国
男
(
一
八
七
五
―
一
九
六
二)
大
正
・
昭
和
期
の
民
俗
学
者
。
明
治
八
年
(
一
八
七
五)
兵
庫
県
神
東
郡
田
原
村
辻
川
に
儒
学
者
松
岡
操
の
六
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
国
文
学
者
の
井
上
通
泰
は
三
兄
。
明
治
三
十
四
年
に
大
審
院
判
事
柳
田
直
平
の
養
嗣
子
と
な
る
。
明
治
三
十
三
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
、
農
商
務
省
に
入
り
法
制
局
参
事
官
・
内
閣
書
記
官
記
録
課
長
な
ど
を
経
て
貴
族
院
書
記
官
長
。
つ
い
で
大
正
九
年
(
一
九
二
〇)
朝
日
新
聞
社
の
客
員
と
な
り
論
説
委
員
を
務
め
る
。
こ
の
間
に
高
木
敏
雄
と
共
同
で
民
俗
学
雑
誌
『
郷
土』
を
創
刊
す
る
。
昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七)
成
城
の
自
宅
の
書
斎
を
開
放
し
て
民
俗
学
研
究
所
を
設
立
し
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
日
本
民
俗
学
会
を
創
設
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
よ
り
国
学
院
大
学
大
学
院
教
授
。
昭
和
三
十
七
年
(
一
九
六
二)
没
。
川
崎
市
生
田
の
春
秋
苑
に
埋
葬
さ
れ
る
。
著
作
の
多
く
を
収
録
す
る
『
定
本
柳
田
国
男
集』
が
あ
る
。
昭
和
十
九
年
に
は
慶
応
義
塾
大
学
に
方
言
関
係
資
料
が
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
成
城
大
学
に
民
俗
学
関
係
資
料
が
収
蔵
さ
れ
た
。
ま
た
書
斎
｢
喜
談
書
屋｣
は
飯
田
市
に
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
。
｢
何
仮
南
面
百
城｣
(
35)
『
寛
永
行
幸
記』
(
三
Ａ
ｇ
二)
四
二
山
根
幸
夫
(
一
九
二
一
―
二
〇
〇
五)
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
大
正
十
年
(
一
九
二
一)
兵
庫
県
神
崎
郡
越
知
谷
村
に
山
根
貫
道
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七)
東
京
帝
国
大
学
東
洋
史
学
科
を
卒
業
。
東
洋
大
学
・
青
山
学
院
大
学
・
明
治
大
学
な
ど
で
の
講
師
を
経
て
、
昭
和
三
十
六
年
よ
り
東
京
女
子
大
学
教
授
と
な
る
。
昭
和
二
十
九
年
か
ら
東
洋
文
庫
研
究
員
。
古
典
研
究
会
の
発
足
(
昭
和
三
十
八
年)
以
来
の
会
員
で
も
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
二
年
に
は
明
代
史
研
究
会
を
設
立
し
、
東
洋
文
庫
明
代
史
研
究
室
を
拠
点
に
東
洋
史
を
中
心
と
し
た
日
中
学
術
交
流
に
も
尽
力
す
る
。
東
京
大
学
・
早
稲
田
大
学
・
日
本
大
学
な
ど
多
く
の
大
学
で
講
師
を
担
当
し
た
。
平
成
十
七
年
(
二
〇
〇
五)
没
。
昭
和
四
十
九
年
よ
り
独
力
で
編
集
・
刊
行
し
て
い
た
『
明
代
史
研
究』
も
三
三
号
で
終
刊
と
な
る
。
著
書
は
『
東
方
文
化
事
業
の
歴
史』
な
ど
多
数
、
ま
た
『
増
訂
日
本
現
存
明
人
文
集
目
録』
ほ
か
数
多
く
の
文
献
目
録
や
書
目
類
の
編
纂
が
あ
る
。
｢
山
根
幸
夫｣
印
二
顆
は
献
呈
署
名
に
捺
し
た
も
の
。
い
ず
れ
も
山
本
達
郎
旧
蔵
書
で
あ
る
。
｢
山
根
幸
夫｣
(
19)
『
過
ぎ
来
し
方』
( 
五
Ｌ
ｇ
一
四
八)
｢
山
根
幸
夫
(
陰
文)｣
(
22)『
大
安
社
史』
(
Ｙ
〇
二
四
・
一
Ｄ
一)
｢
山
根
幸
夫
蔵
書｣
(
30)
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る
外
国
人
住
民
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー』(  
五
Ｌ
ａ
二
九)
｢
山
根
蔵
書｣
(
24)『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
北
京
口
語
語
彙
の
研
究
第
一
冊
：
資
料
編』
( 
六
七
二)
四
三
山
本
達
郎
(
一
九
一
〇
―
二
〇
〇
一)
昭
和
期
の
東
洋
史
学
者
。
明
治
四
十
三
年
(
一
九
一
〇)
東
京
に
生
ま
れ
る
。
旧
姓
は
松
村
。
政
治
家
の
山
本
達
雄
は
母
方
の
祖
父
で
養
父
。
昭
和
八
年
(
一
九
三
三)
東
京
帝
国
大
学
東
洋
史
学
科
を
卒
業
。
昭
和
二
十
四
年
よ
り
東
京
大
学
教
授
。
南
方
史
研
究
会
を
組
織
し
、
国
際
基
督
教
大
学
で
も
教
授
と
し
て
東
南
ア
ジ
ア
史
を
講
じ
る
。
昭
和
五
十
年
、
国
際
哲
学
人
文
科
学
協
議
会
会
長
。
昭
和
二
十
八
年
か
ら
東
洋
文
庫
の
評
議
員
・
理
事
を
歴
任
し
、
そ
の
間
に
近
代
中
国
研
究
委
員
会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
初
期
の
蔵
書
は
昭
和
二
十
年
の
空
襲
に
よ
り
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
う
が
、
戦
後
あ
ら
た
め
て
再
開
し
た
蒐
集
は
貴
重
書
を
含
む
二
万
冊
に
達
す
る
。
平
成
十
三
年
(
二
〇
〇
一)
没
。
著
書
に
『
安
南
史
研
究
一』
ほ
か
が
あ
る
。
旧
蔵
書
は
生
前
か
ら
の
希
望
に
よ
り
東
洋
文
庫
に
収
め
ら
れ
、
平
成
二
十
四
年
に
『
山
本
達
郎
博
士
寄
贈
書
目
録』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
｢
達
郎｣
印
は
献
呈
署
名
に
捺
し
た
も
の
で
、
掲
出
の
『
山
本
達
郎
古
稀
記
念
録』
は
森
雅
夫
旧
蔵
書
で
あ
る
。
｢
山
本
達
郎
蔵
書｣
(
11)『U
rbs
et
orbis』
(
Ｙ
Ｉ
六
一
二)
ほ
か
｢
山
本
達
郎
蔵
書
(
長
方
印)｣
(
23)『
黎
朝
刑
律』
( 
二
一
五
五)
｢
山
本
達
郎
蔵
書
記｣
(
25)
＊
『H
m
annan
M
aha
Y
azaw
in
daw
gyi』
(
Ｙ
Ｂ
Ｕ
Ｈ
三)
『L
Y
T
H
U O N
G
K
IE
T
』
(
Ｙ
Ｖ
Ｈ
一
二)
『
唐
卜
天
寿
抄
写
鄭
氏
注
論
語』
( 
二
九
四)
ほ
か
｢
達
郎｣
(
19)
『
山
本
達
郎
古
稀
記
念
録』
( 
五
Ｌ
ｃ
七)
四
四
吉
田
澄
夫
(
一
九
〇
二
―
一
九
八
七)
昭
和
期
の
国
語
学
者
。
明
治
三
十
五
年
(
一
九
〇
二)
生
ま
れ
。
埼
玉
大
学
・
武
蔵
野
女
子
大
学
教
授
。
昭
和
六
十
二
年
(
一
九
八
七)
没
。
自
著
に
『
古
典
拾
葉』
『
天
草
版
金
句
集
の
研
究』
な
ど
が
あ
る
。
蔵
書
は
散
逸
し
た
。
｢
吉
田
澄
蔵｣
(
30)
『
金
剛
略
疏』
( 
一
二
Ｅ
八
〇
九)
＊
『
過
去
荘
厳
劫
千
仏
名
録』
( 
三
Ａ
ｃ
一
六
四)
四
五
吉
田
東
伍
(
一
八
六
四
―
一
九
一
八)
明
治
期
の
歴
史
地
理
学
者
。
元
治
元
年
(
一
八
六
四)
越
後
国
北
蒲
原
郡
保
田
村
の
名
望
家
籏
野
木
七
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
蒲
原
郡
大
鹿
新
田
の
吉
田
家
を
嗣
ぐ
。
号
は
落
城
、
楽
浪
逸
民
な
ど
。
新
潟
学
校
中
等
部
を
中
退
後
、
明
治
十
六
年
(
一
八
八
三)
小
学
校
教
員
と
な
る
。
那
珂
通
世
の
『
年
代
考』
に
感
銘
を
受
け
史
学
を
志
す
。
明
治
二
十
三
年
、
北
海
道
庁
書
記
。
明
治
二
十
五
年
に
は
読
売
新
聞
社
に
招
か
れ
上
京
、
落
語
生
の
筆
名
で
史
論
を
発
表
し
た
。
明
治
二
十
八
年
に
記
者
と
し
て
日
清
戦
争
に
従
軍
。
こ
の
頃
よ
り
地
名
研
究
に
没
頭
し
明
治
四
十
四
年
に
独
力
で
『
大
日
本
地
名
辞
書』
を
完
成
す
る
。
東
京
専
門
学
校
講
師
を
経
て
、
明
治
四
十
年
よ
り
早
稲
田
大
学
教
授
と
な
る
。
の
ち
早
稲
田
大
学
の
理
事
を
兼
ね
る
も
、
学
内
抗
争
に
疲
れ
大
正
七
年
(
一
九
一
八)
没
す
。
日
本
音
楽
史
に
も
精
通
し
特
に
能
楽
に
造
詣
が
深
く『
世
阿
弥
十
六
部
集』
の
校
注
は
近
代
能
楽
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
。
稿
本
お
よ
び
旧
蔵
の
朝
鮮
本
は
早
稲
田
大
学
に
、
そ
の
ほ
か
の
蔵
書
は
新
潟
県
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
旧
蔵
朝
鮮
本
中
に
は
対
馬
藩
宗
家
文
庫
本
と
思
し
き
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
｢
楽
浪
書
斎｣
(
37)
＊
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧』
( 
四
Ｂ
一
五)
『
冶
隠
先
生
言
行
拾
遺』
( 
四
Ｂ
二
二)
『
亨
斎
先
生
詩
集』
( 
四
Ｂ
二
三)
『
大
家
文
会』
( 
四
Ｂ
二
八)
『
脾
胃
論』
( 
四
Ｂ
三
五)
『
陽
谷
先
生
集』
( 
四
Ｂ
四
四)
『
鶴
峯
先
生
文
集』
( 
四
Ｂ
四
七)
ほ
か
四
六
和
田
維
四
郎
(
一
八
五
六
―
一
九
二
〇)
明
治
・
大
正
期
の
鉱
物
学
者
。
安
政
三
年
(
一
八
五
六)
若
狭
国
小
浜
に
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
号
は
雲
村
。
貢
進
生
と
し
て
上
京
。
明
治
六
年
(
一
八
七
三)
開
成
学
校
で
鉱
物
学
を
学
ぶ
。
明
治
八
年
よ
り
文
部
省
学
務
課
に
出
仕
。
明
治
十
五
年
に
は
地
質
調
査
所
が
設
立
さ
れ
る
と
初
代
所
長
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
留
学
し
明
治
十
八
年
に
帰
国
、
東
京
大
学
教
授
と
な
る
。
鉱
山
局
長
を
兼
務
、
ま
た
八
幡
製
鉄
所
長
官
も
務
め
る
。
わ
が
国
の
近
代
鉱
物
学
の
創
始
者
で
あ
る
。
大
正
九
年
(
一
九
二
〇)
東
京
市
牛
込
区
市
ヶ
谷
薬
王
寺
町
の
自
宅
で
病
没
。
墓
所
は
高
野
山
に
あ
る
。
晩
年
は
古
版
本
・
古
地
誌
な
ど
の
蒐
集
に
傾
注
し
、
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
『
嵯
峨
本
考』
『
訪
書
余
録』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
｢
雲
村
文
庫｣
(
41)
『
伊
曽
保
物
語』
(
三
Ａ
ｄ
四)
ほ
か
｢
雲
村
文
庫
(
双
郭)｣
(
39)
『
唐
三
体
詩
絶
句』
( 
四
Ｃ
一
〇
四
一)
『
徒
然
草』
(
三
Ｂ
ａ
二
〇)
『
徒
然
草』
(
三
Ｂ
ａ
二
一)
＊
『
保
元
物
語』
(
三
Ｂ
ａ
二
三)
『
保
元
物
語』
(
三
Ｂ
ａ
二
四)
『
方
丈
記』
(
三
Ｂ
ａ
二
八)
『
歌
仙』
(
三
Ｂ
ｂ
五)
『
本
朝
古
今
銘
尽』
(
三
Ｂ
ｃ
五)
四
七
｢
後
水
尾
院
勅
版｣
(
30)
『
皇
宋
事
宝
類
苑』
(
三
Ａ
ｌ
二)
｢
後
陽
成
帝
勅
版｣
(
30)
『
古
文
孝
経』
(
三
Ａ
ａ
六)
『
孟
子』
(
三
Ａ
ａ
一
九)
『
新
刊
錦
繍
段』
(
三
Ａ
ｅ
二)
＊
『
勧
学
文』
(
三
Ａ
ｅ
八)
『
日
本
書
紀』
(
三
Ａ
ｇ
五)
｢
光
悦
本｣
(
24)
『
方
丈
記』
(
三
Ｂ
ａ
二
六)
｢
嵯
峨
本
疑
似
本｣
(
25)
＊
『
徒
然
草』
(
三
Ｂ
ａ
二
〇)
『
徒
然
草』
(
三
Ｂ
ａ
二
一)
四
八
和
田
英
松
(
一
八
六
五
―
一
九
三
七)
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
国
史
・
国
文
学
者
。
慶
応
元
年
(
一
八
六
五)
備
後
国
沼
隈
郡
鞆
町
に
和
田
五
平
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八)
帝
国
大
学
文
科
大
学
古
典
講
習
科
卒
業
。『
古
事
類
苑』
編
修
嘱
託
な
ど
を
経
て
、
明
治
三
十
二
年
よ
り
学
習
院
教
授
と
な
る
。
明
治
四
十
年
に
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
所
史
料
編
纂
官
。
臨
時
御
歴
代
史
実
考
査
委
員
・
帝
室
制
度
史
調
査
員
・
国
宝
保
存
会
委
員
な
ど
を
勤
め
、
二
松
学
舎
専
門
学
校
教
授
な
ど
を
歴
任
す
る
。
国
文
学
研
究
に
お
け
る
考
証
学
の
確
立
に
貢
献
し
た
。
昭
和
十
二
年
(
一
九
三
七)
没
。
墓
は
東
京
豊
島
区
駒
込
の
染
井
墓
地
。
著
書
に
『
本
朝
書
籍
目
録
考
証』
『
国
書
逸
文』
が
あ
る
。
｢
和
田
蔵
書｣
(
14)
『
方
丈
記』
(
三
Ｂ
ａ
二
八)
(
国
立
国
会
図
書
館
司
書)
